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大宮交通公園におけるサイクルセンター(講習施設)の設置の検討状況 

○現在の交通問題に沿った自転車の安全教育を中心と
した，誰もが自転車と触れ合え，安全な乗りものをい
つでも楽しく学べる交通学習施設として整備。 

○民間のノウハウや活力を生かして，全国の先進モデ
ルとなる安全教育の拠点となるよう，北消防署の移転
と併せて，平成32年度末の開設を目指す。 

○ 平成３０年３月に策定した「京都市自転車安全教育
プログラム」に基づき，子供からお年寄りまでライフス
テージ別に教えるべき主なポイントを押さえた自転車
安全教育を実施していきたい。 

●大宮交通公園内に誰もが自転車と触れ合え，安全な乗り方をいつ
でも楽しく学べる常設の施設として平成32年度に開設予定 

●同施設を活用し，親・子・孫3世代で自転車のルール・マナーを

楽しく学べる自転車安全教室や各種イベント等の実施を検討 

図 大宮交通公園再整備のゾーニングイメージ 
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交通学習体験施設「サイクルセンター」により
新たな楽しさ，学びを創出 

【公園中央部・南東部】「交通学習ゾーン」 

現在実施している各世代の自転車安全教室について，サイクル
センターをどう利活用し，参加してもらう取組み・仕掛けを考
えていかないといけない。 

■ 京都市都市緑化審議会の答申（要約）平成29

年8月 

  現在の交通問題に沿った新たな交通学習施設

として，自転車の交通ルールや自転車の運転に潜

んでいる危険を学ばせる施設と併せて環境に配慮

した乗り物等を提供できる施設を目指す。 

○京都市都市緑化審議会（平成30年6月26日） 
  「大宮交通公園事業者選定部会」を設置し，整備事

業者選定に係る検討を行う。 

○整備手法 

   Ｐark-ＰＦＩ（公募設置管理制度）を活用した民間活
力による整備。  

■整備の方向性 

■検討状況 
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